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❶ 生活習慣病予防・感染症対策・たばこ対策に係る情報の発信や啓発をすること
❷ 市民のみなさんが受けやすい健（検）診体制を整備すること
❸ がん患者への支援：がんや在宅ケアなどに関する相談先の掲載（ホームページなど
　 による情報発信）、居場所や利用できるサービスに関する広報や周知をすること
❹ がんに関する啓発・教育の推進：がんに対する正しい知識の普及啓発、若年世代への
　 がん教育の実施、大学生などへの子宮頸がん対策・啓発

　本市の人口10万人当たりの自殺死亡率は、平成
26年は本市18.0で全国（19.6）、福岡県（21.1）を下
回っていましたが、平成27年以降は全国と福岡県
を上回る状況が続いていました。しかし、令和3年は
12.8、令和4年は13.0となり、全国と福岡県を下回
り、第1期計画の目標値である自殺死亡率「13.0以
下」を達成しました。しかし、平成30年から令和4年
までの自殺死亡率の平均は、18.87となっています。
このことから「令和7年から令和11年の各年全てに
おける自殺死亡率について、国の大綱で定める
13.0以下を達成する」ことを目標とします。

令和7年度～令和11年度（5年間）

計画実施期間
誰も自殺に追い込まれることのない田川市

基本理念

令和7年から令和11年の各年全てにおける自殺死亡率について、
国の大綱で定める13．0以下を達成する

自殺対策計画（第2期）での数値目標

●田川市の現状
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自殺死亡率の推移（人口10万人当たり）

第2期計画では、51の事業を自殺予防対策につながる事業として推進します。

●自殺対策の取り組み

　本市では、令和2年3月に「田川市自殺対策計画」を策定し、自殺対策の推進に取り組んできました。現行の計画が、
令和6年度末で終了するため、令和7年度以降取り組む次期自殺対策として「田川市自殺対策計画（第2期）」を策定
しました。自殺は「個人の問題」ではなく「社会の問題」です。「誰も自殺に追い込まれることのない田川市」の実現を
目指して、自殺対策に関する施策を総合的かつ効果的に推進します。

田川市

自殺対策計画 第２期

■福岡いのちの電話
　☎092-741-4343

■北九州いのちの電話
　☎093-653-4343

月～金 8時30分～17時
（年末年始・土日祝日除く）
■市保健センター
　☎44-8270

市内
月～金 8時30分～17時15分

（年末年始・土日祝日除く）
■田川保健福祉事務所
　健康増進課　☎42-9307

市内

24時間365日対応市外

福岡県 自殺予防

■福岡県内の相談窓口

その他心の悩みに
関する

身近な
相談窓口

田川市

がん対策推進計画

　本市では年間約200人が「がん」で亡くなっており、死亡原因の第1位です。全体の約25％を占め、4人に1人の割合で
す。生涯で約2人に1人がかかると推測され、市民にとって身近な病気です。この計画は、国や福岡県のがん対策、市の
取り組みやアンケート結果を踏まえた今後の具体的な施策で、計画に沿って着実に実施していきます。

●本市では４人に１人が「がん」で亡くなっています

　計画策定にあたり、ワークショップを開催。
がん患者（本人）・医療機関・NPO法人などの関係機
関にも参加してもらい、貴重な意見をいただきました。

ワークショップで、当事者や
現場の声を盛り込みました!

　本市の部位別死亡順位は、男性が肺がん、大腸
がん、胃がん・肝臓がんの順です。女性は肺がん、
大腸がん、膵臓がんの順となっています。毎年受
診し、早期発見・早期治療につなげることが大切
です。市では次の検診を受診できます。
■集団検診 胃がん・肺がん・大腸がん・子宮

けい

頸がん・
　　　　    乳がん・前立腺がん
■個別検診 胃がん（条件あり）・子宮頸がん・乳がん

●本市のがん部位別死亡者数 ※がん死亡者数（全体）193人 （令和3年度）

田川市がより良い
さまざまな計画を

まちとなるよう
策定しています！

がんの年齢調整死亡率の減少（75歳未満）
　年齢調整死亡率とは、年齢構成の異なる地域間で
死亡状況が比較できるように、年齢構成を調整した死
亡率です。市は福岡県と比較して高い状況です。

目 標

誰一人取り残さないがん対策を推進する

基 本 理 念
令和7年度～令和12年度（6年間）

計画実施期間

Ⅰ がん予防の推進（1次予防） がんにならないための
予防策についてあらゆる場面で推進します。

Ⅲ  がんに関する相談支援・情報提供（がんとの共生） 市民
が「がん」になっても、安心して生活ができるように関係機
関と連携を図りながら、必要な支援と情報発信に努めます。Ⅱ がん検診の推進（2次予防） がん検診の受診率と精

検受診率を上げるよう努め、がんを早期発見、早期治
療し、市民のがんによる死亡率を減少させます。

Ⅳ がんに関する啓発・教育の推進 広報紙・ホームペー
ジ・SNSや各種イベントでの啓発のほか若年世代へのが
ん教育を進めていきます。

基 本 方 針

❶ 日頃から運動・食事・休息に気をつけ、健康づくりに取り組むこと
❷ 特定健診・がん検診を毎年受けること
❸ 健（検）診後、紹介状が出た場合は、自覚症状がないからと放置せず、必ず医療機関を受診すること

市民の
みなさんの

役割
（お願いしたいこと）

市の役割
がん対策
推進計画

自殺対策計画

s市保健センター　☎44-8270
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